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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明フィルム材による基材の表面に、紫外線硬化性樹脂の塗工液を塗工して配向層の材
料層を作製する配向層材料層作製工程と、
　前記配向層の材料層に紫外線を照射して前記配向層の材料層を半硬化させる半硬化工程
と、
　搬送ローラの周側面に作製された微細凹凸形状を、前記半硬化工程により半硬化した配
向層の材料層の表面に転写する転写工程と、
　前記転写工程により表面に前記微細凹凸形状が転写されてなる配向層の材料層の表面に
、位相差層に係る塗工液を塗工、乾燥させて位相差層の塗工層を作製する位相差層塗工層
作製工程と、
　紫外線を照射することにより、前記位相差層の塗工層を硬化させて前記位相差層を作製
するとともに、半硬化状態の前記配向層の材料層を硬化させて前記配向層を作製する配向
層位相差層作製工程とを備える
　光学フィルムの製造方法。
【請求項２】
　前記搬送ローラの周側面に作製された微細凹凸形状が、ライン状凹凸形状であり、
　前記位相差層がＡプレートとして機能する光学機能層である
　請求項１に記載の光学フィルムの製造方法。
【請求項３】
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　前記搬送ローラの周側面に作製された微細凹凸形状が、微細穴を密接配置した微細凹凸
形状であり、
　前記位相差層が、Ｃプレートとして機能する光学機能層である
　請求項１に記載の光学フィルムの製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示パネルのパネル面に配置される反射防止フィルム等の光学フィルム
、窓に貼り付けて外来光の透過を制御する電子ブラインド等に利用可能な光学フィルム等
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、フラットパネルディスプレイ等は、液晶材料による位相差層を備えた各種の光学
フィルムを使用している。より具体的に、例えばパッシブ方式により３次元画像する画像
表示装置では、画像表示パネルのパネル面にパターン位相差フィルムが位置され、このパ
ターン位相差フィルムに設けられた位相差層より各画素からの出射光に対応する位相差を
付与する。これにより画像表示装置では、視聴者の右目及び左目に、それぞれ対応する画
素からの出射光を選択的に入射し、３次元画像を表示する。
【０００３】
　また液晶材料による位相差層を直線偏光板と積層して円偏光板として機能する光学フィ
ルムが作製され、この光学フィルムが反射防止フィルムとして利用されている（特許文献
１）。また液晶表示パネル等においては、この種の位相差層によりＣプレートによる光学
フィルムを構成し、視野角特性を改善する工夫が種々に提案されている。
【０００４】
　この種の光学フィルムは、透明フィルム等による基材の表面に配向膜が作製され、この
配向膜の配向規制力により液晶材料を配向させた状態で硬化して位相差層が作製される。
このような光学フィルムでは、光配向の手法により配向層が作製され（特許文献２、３）
、又はラビング処理（特許文献４）、賦型処理（特許文献５）等により配向層が作製され
、この配向層の配向規制力によりＡプレートして機能する光学機能層により位相差層を作
製し、又はＣプレートして機能する光学機能層により位相差層を作製している。
【０００５】
　また窓に貼り付けて外来光の透過を制御する電子ブラインド等に関する工夫が種々に提
案されている（特許文献６、７）。このような電子ブラインドにおいても、液晶材料によ
る位相差層を備えた光学フィルムを利用する構成が提案されている。具体的に、この電子
ブラインドでは、透明電極、位相差層を順次作製してなる光学フィルムにより液晶材料を
挟持して液晶セルを構成し、この液晶セルを直線偏光板により挟持して作製される。
【０００６】
　この種の光学フィルムにあっては、従来に比して一段と簡易な工程により作製すること
が望まれる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１０－６８８１６号公報
【特許文献２】特開２０１２－１９８５２２号公報
【特許文献３】特開２０１２－０１４０６４号公報
【特許文献４】特表２００７－５０６８１３号公報
【特許文献５】特開２０１０－１５２２９６号公報
【特許文献６】特開平０３－４７３９２号公報
【特許文献７】特開平０８－１８４２７３号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、従来に比して一段と簡易に作製
できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者は、上記課題を解決するために鋭意研究を重ね、周側面に微細凹凸形状を備え
た搬送ローラを使用して、半硬化状態の樹脂層に微細凹凸形状を転写して配向層を作製す
るとの着想に至り、本発明を完成するに至った。
【００１０】
　具体的には、本発明では、以下のようなものを提供する。
【００１１】
　（１）　透明フィルム材による基材の表面に、紫外線硬化性樹脂の塗工液を塗工して配
向層の材料層を作製する配向層材料層作製工程と、
　前記配向層の材料層に紫外線を照射して前記配向層の材料層を半硬化させる半硬化工程
と、
　搬送ローラの周側面に作製された微細凹凸形状を、前記半硬化工程により半硬化した配
向層の材料層の表面に転写する転写工程と、
　前記転写工程により表面に前記微細凹凸形状が転写されてなる配向層の材料層の表面に
、位相差層に係る塗工液を塗工、乾燥、硬化させて位相差層を作製する位相差層作製工程
とを備える光学フィルムの製造方法。
【００１２】
　（１）によれば、半硬化した状態で賦型して微細凹凸形状を転写することにより、従来
に比して賦型に供する構成を簡略化することができ、これにより従来に比して一段と簡易
に作製することができる。
【００１３】
　（２）　（１）において、
　前記搬送ローラの周側面に作製された微細凹凸形状が、ライン状凹凸形状であり、
　前記位相差層がＡプレートとして機能する光学機能層である光学フィルムの製造方法。
【００１４】
　（２）によれば、より具体的構成により、Ａプレートに係る光学フィルムを、従来に比
して一段と簡易に作製することができる。
【００１５】
　（３）　（１）において、
　前記搬送ローラの周側面に作製された微細凹凸形状が、微細穴を密接配置した微細凹凸
形状であり、
　前記位相差層が、Ｃプレートとして機能する光学機能層である光学フィルムの製造方法
。
【００１６】
　（３）によれば、より具体的構成により、Ｃプレートに係る光学フィルムを、従来に比
して一段と簡易に作製することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　　本発明によれば、液晶材料による位相差層を備えた光学フィルムに関して、従来に比
して簡易に作製することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１実施形態に係る光学フィルムを示す断面図である。
【図２】図１の光学フィルムの製造工程を示す図である。
【図３】図２の製造工程に係る搬送ローラを示す斜視図である。
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【図４】本発明の第２実施形態に係る光学フィルムを示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　〔第１実施形態〕
　図１は、本発明の第１実施形態に係る画像表示装置に適用される光学フィルムを示す断
面図である。この光学フィルム１は、透明フィルム材による基材２に、配向層３、位相差
層４が順次形成され、この位相差層４がＡプレートとして機能して透過光に所望の位相差
を付与する。この光学フィルム１は、例えば直線偏光板等と積層されて積層体による光学
フィルムに形成され、又は転写法により位相差層４のみが直線偏光板と積層されて積層体
による光学フィルムに形成される。この実施形態の画像表示装置は、この積層体による光
学フィルムが画像表示パネルのパネル面に配置される。なおこのような積層体による光学
フィルムは、具体的には、例えば円偏光板の機能により反射防止を図る反射防止フィルム
である。
【００２０】
　ここでこの光学フィルム１においては、配向層３の位相差層４側面に、表面形状が微細
凹凸形状である微細構造体部３Ａが形成され、この微細構造体部３Ａの表面形状により、
配向層３が配向規制力を発揮するように構成される。
【００２１】
　より具体的に、光学フィルム１において、この微細構造体部３Ａの表面形状は、この基
材２に係る長尺透明フィルム材の長手方向に対して斜めに傾いた方向に延長する多数の微
細ラインによるライン状凹凸形状であり、これによりこの微細ライン形状に係る延長方向
に液晶材料を配向させるように配向規制力を発現させる。
【００２２】
　さらにこの微細構造体部３Ａの表面形状は、微細凹凸形状に係るラインを横切る方向に
粗さを計測した場合に、平均面粗さＲａが、０．５ｎｍ以上５０ｎｍ以下により、より好
ましくは１ｎｍ以上３０ｎｍ以下により作製される。なお平均面粗さＲａは、ＪＩＳ　Ｂ
　０６０１：２００によるものである。
【００２３】
　ここで基材２は、この種の光学フィルムに適用可能な各種の透明フィルム材を適用する
ことができ、具体的にはＴＡＣ（トリアセチルセルロース）フィルム材、ＰＥＴ（ポリエ
ステル）フィルム材等を適用することができる。配向層３は、後述するように搬送ローラ
に作製された微細凹凸形状を転写して微細構造体部３Ａが形成されることにより、例えば
紫外線硬化性樹脂等の、この転写に適用可能な種々の構成を広く適用することができる。
位相差層４は、この種の光学フィルムに適用可能な各種の重合性液晶組成物を広く適用す
ることができる。
【００２４】
　図２は、光学フィルム１の製造工程を示す図である。光学フィルム１の製造工程は、ロ
ール１１に巻き取った長尺フィルム形状により基材２が提供され、ロール１１から基材２
を引き出して搬送しながら、配向層３、位相差層４を順次作製する。すなわちこの製造工
程は、ロール１１から基材２を引き出して搬送しながら、ダイ１２による塗工装置により
、配向層３の塗工液である紫外線硬化性樹脂の塗工液を塗工した後、乾燥装置１３により
乾燥し、これにより配向層３の材料層を作製する。その後、この製造工程では、紫外線照
射装置１４から配向層３の材料層に無偏光の紫外線を照射し、この配向層３の材料層を半
硬化する。なお塗工液の塗工方法は、ダイに限らず、種々の手法を広く適用することがで
きる。
【００２５】
　ここでこの半硬化状態は、後述する搬送ローラ１５に作製された微細凹凸形状を転写す
るのに充分な程度に、配向層３の材料層を硬化して作製される。より具体的に、搬送ロー
ラ１５に作製された微細凹凸形状の細部に、充分にこの材料層に係る紫外線硬化性樹脂が
侵入する程度の柔らかを備え、さらに搬送ローラ１５から引きはがしてこの微細凹凸形状
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を保持可能な硬さにより作製される。このため紫外線硬化性樹脂の硬化状態が４０％以上
７０％以下となるように、より好ましくは４５％以上６０％以下となるように紫外線が照
射される。
【００２６】
　続いてこの製造工程は、搬送ローラ１５、１６により挟持して基材２を搬送するように
して、配向層３の材料層側の搬送ローラ１５により微細構造体部３Ａが作製される。ここ
で搬送ローラ１５は、図３に示すように、周側面に、微細構造体部３Ａの表面形状に対応
する微細凹凸形状が作製されており、これによりこの製造工程は、半硬化状態による配向
層３の材料層を搬送ローラ１５の周側面に押し付けて表面形状を転写し、配向層３の材料
層表面に微細凹凸形状を作製する。なお搬送ローラ１５の周側面の微細凹凸形状は、ライ
ン状凹凸形状に係るラインの延長方向に対応する方向に、搬送ローラ１３の周側面をラビ
ング処理、研磨処理等して作製される。
【００２７】
　続いてこの製造工程は、ダイ２０により位相差層４に係る塗工液を塗工した後、乾燥装
置１７により乾燥し、紫外線照射装置１８からの無偏光による紫外線の照射により塗工層
を硬化させて位相差層４を作製する。またこの紫外線の照射により半硬化状態の配向層３
の材料層を硬化させ、配向層３を光学フィルム１における最終的な形態とする。
【００２８】
　この製造工程は、このようにして位相差層４を作製すると、ロール１９に巻き取って続
く工程に搬送する。
【００２９】
　これらによりこの実施形態では、従来に比して簡易な構成により光学フィルムを生産す
ることができる。すなわち半硬化状態により微細凹凸形状を転写する場合には、従来構成
による賦型処理のように、賦型用金型に基材を押し付けた状態で紫外線を照射するような
設備を設ける必要がなく、これに代えて、単に紫外線照射装置１４と搬送ローラ１５、１
６とを設けるだけの簡易な構成により光学フィルムを生産することができる。
【００３０】
　特に、賦型用金型に基材を押し付けた状態で紫外線を照射する従来設備は、賦型用金型
に基材を押し付けている限られた時間及び距離で賦型用樹脂を硬化させることが必要であ
ることにより、構成が複雑であり、また光量の大きな光源を必要とする。しかしながら半
硬化状態とするこの実施形態の構成では、単純に、搬送ローラ１５、１６を設けるまでの
間で、半硬化に十分な光量を照射すれば良く、光源の配置、光量に関する構成についても
簡略化することができる。
【００３１】
　またさらにこのように半硬化状態で微細凹凸形状を転写する場合には、位相差層４の硬
化工程における紫外線の照射を利用して配向層３を最終的に硬化させることができ、これ
により消費電力を低減することができる。
【００３２】
　なお光学フィルム１は、配向層３により位相差層４をパターニングすることにより、パ
ターニングされたＡプレートとして機能するように位相差層を作製し、パターン位相差フ
ィルムとして機能するように光学フィルムを構成しても良い。この場合、光学フィルム１
は、画像表示パネルのパネル面に直接配置される。またこの場合、位相差層４のパターン
ニングに対応するように配向層３の表面形状がパターンニングされて作製され、またこれ
に対応するように搬送ローラ１５の周側面に形成される微細凹凸形状がパターニングされ
て作製される。
【００３３】
　このようにパターン位相差フィルムに適用して、パターニングされたＡプレートとして
機能するように光学フィルムを作製するようにしてもよい。
【００３４】
　〔第２実施形態〕
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　図４は、図１との対比により本発明の第２実施形態に係る光学フィルムを示す図である
。この光学フィルム２１は、配向層３、位相差層４に代えて配向層２３、位相差層２４が
設けられる点を除いて、第１実施形態に係る光学フィルム１と同一に構成される。ここで
位相差層２４は、Ｃプレートして機能する光学機能層であり、この光学フィルム２１は、
このＣプレートとして機能する位相差層２４に対応するように、配向層２３、配向層２３
の微細構造体部２３Ａが作製される。またこれに対応するように、単体で液晶表示パネル
等のパネル面に貼り付けられて、又は他の光学フィルムと積層されて液晶表示パネル等の
パネル面に貼り付けられて、視野角特性の改善等に利用される。
【００３５】
　ここでこの微細構造体部２３Ａの微細凹凸形状は、円錐形状、又は円錐台形状による微
小突起を密接配置した構成である。このように微小構造体を微小突起の密接配置により作
製する場合にあっては、この配向層２３に塗工液を塗工して作製される位相差層２４は、
液晶材料を垂直方向に配向させた状態で硬化して作製されることにより、Ｃプレートとし
て機能させることができる。
【００３６】
　なおここでこの微小突起は、可視光域の最短波長より低い高さにより、可視光域の最短
波長より短いピッチにより作製される。このような微小突起の密接配置による微細構造に
あっては、いわゆるモスアイ構造として知られている。
【００３７】
　この微細構造体部２３Ａの微細構造に対応して、この実施形態では、搬送ローラの周側
面に、微小突起に対応する微細穴が密接配置されて微細凹凸形状が形成され、この微細凹
凸形状の転写により微細構造体部２３Ａの微細構造を作製する。
【００３８】
　なおこの微細穴の密接配置構造は、搬送ローラをアルミニウムにより作製するようにし
て、又は搬送ローラの周側面にアルニウム層を作製するようにして、陽極酸化処理とエッ
チング処理との交互の繰り返しにより、周側面のアルミニウムに微細穴を作製して掘り進
めながら、この微細穴を整形することにより作製することができる。
【００３９】
　なお実用上充分に垂直方向の配向規制力を確保できる場合、円錐形状又は円錐台形状に
代えて、円柱形状により微小突起を作製してもよい。この場合、搬送ローラは、陽極酸化
処理とエッチング処理との交互の繰り返しに代えて、陽極酸化処理のみにより微細穴を作
製することができる。
【００４０】
　〔他の実施形態〕
　以上、本発明の実施に好適な具体的な構成を詳述したが、本発明は、本発明の趣旨を逸
脱しない範囲で、上述の実施形態の構成を種々に変更することができる。
【００４１】
　すなわち上述の実施形態では、画像表示パネルのパネル面に配置される光学フィルムに
本発明を適用する場合について述べたが、本発明はこれに限らず、外来光の透過を制御す
る電子ブラインドに使用される光学フィルム等、種々の分野で利用される各種光学フィル
ムに広く適用することができる。
【符号の説明】
【００４２】
　１、２１　光学フィルム
　２　基材
　３、２３　配向層
　３Ａ、２３Ａ　微細構造体部
　４、２４　位相差層
　１１、１９　ローラ
　１２、２０　ダイ
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　１３、１７　乾燥装置
　１５、１６　搬送ローラ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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